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西田正男教授のご勇退に当って
初等教育学科長 長瀬米蔵
( 1）西田正男先生は，私が本学の初等教育学科「社会」と，教職「道徳教育の研究」の講
義を委嘱された（昭和45）とき，既に本学教授で 「化学」， 「教材研究理科」，「食品学」
など，各科にわたり活躍しておられたのである。そして先生とはじめて同席したのは，昭
和45年暮の初等教育学科忘年会であった。その会には梶浦先生もと出席で，その頃の科
長であられた故正井教授との聞に，にぎやかな懐旧談のやりとりがあって，今も耳に残っ
ている。向い側の左角あたりにいたお若い女の先生のと婚約が成り，近い内にお嫁入りと
いうので，明るい笑い声が一座にあふれていた。西田先生は私の左手に安座しておられた
が，終始fこだにこにことしておられ，時折すすめられるビールも右手で軽くと遠慮のふう
であった。私もその席では先生との言葉の交換なく，実を言えば，お名前も担当の教科も
聞かずじまいであったのであるが，口数のない先生の， そのつつま しさの内にきら りとす
るものを感じていたものである。
(2）その後の数年にわたる先生とのと交誼の聞に，さまさやまな機会lζ，なにかと率直t,tc: 
教示をいただL、てきたことを忘れ得なL、。先生は一言で言えば，誠に貴重な学究と教育の
人であった。終日の殆んどを研究室で過ごされ，如何にして学力をつけるかのご工夫に没
頭し，時には昼の休憩時間までも学生をひき寄せて教育しておられた。研究や教育の為の
設備・資材等にも多くの希望を提出され，急lと充足のできないものもあったが，粘りづよ
いそのと企画には胸を打たれたものである。
先生はまた，本学ご就任後間もなく教務部長 ・学生部長の要職KC:献身ご尽力下され，
私が相識るようになってからも，図書館長・研究紀要編集委員長として独特の手腕を発揮
され今日に到る基礎固めに当たられた。また直接の学務ではないが， 「私立大学・短大に
対する国庫助成Jの獲得運動Kも関心をもたれ，地道に挺身されていた。 ものしずかなお
人柄の内にも携みない探究と追求の情念を もやし続けられた先生が偲ばれてならなL、。
(3）このところ，本学の発展めざましく年を追って学生も急増し，先生のお力をいよいよ
必要とされていた矢先の昨日年 2月，大麻の雪路上で転ばれたのがきっかけで， 3月末lζ
北大病院に入院の身となられ， 10月下旬には退院されたものの，毎週一回通院して血液検
査，時には輸血などもなされているとのことであるが，誠に残念である。 しかし， 食事えよ
どはおいしく，体の調子を見ては外出・散歩などして体力の恢復lと努めておられると きい
ている。私どもとして，先生のと在任10有余年のと功績の数々に深い感謝と敬意を捧げる
と共に，この上とも一層と加養下され，末永く本学の将来を見守っていただけますよう ，
深く念じて止まない次第である。
最後に先生を思うよすがとして， C経歴とと研究のあらましを掲げたいと思う。
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学歴および職歴
昭和4年 3月 北海道帝国大学附属水産専門部製造学科卒業
昭和 4年 4月 株式会社林兼冷凍工場勤務
昭和 4年 7月 北海道帝国大学附属水産専門部製造化学研究室研究生
昭和 7年10月 北海道農業試験場 ・農産製造 ・土壌肥料研究室勤務
昭和13年 7月 北海道農産物検査所化学検定室勤務
昭和14年 7月 北海道帝国大学理学部生化学研究室研究生
昭和17年 4月 大日本麦酒科学研究所生物化学研究室勤務
昭和24年 8月 北海道農業協同組合連合会化学研究所勤務
昭和37年10月 北海道立農業試験場勤務
昭和38年 4月 北海道栄養短期大学助教授就任 ・北海道酪農学園大学非常勤講師就任
昭和41年 5月 北海道女子短期大学助教授就任
昭和42年 4月 北海道女子短期大学教授に昇任（現在にいたる）
著書および論文
昭和12年 北海道に於ける泥炭の特性に関する研究（農林学会報136号）
昭和15年 魚肉蛋白繊維の強靭性について （工業化学雑誌511号）
昭和16年 草本パルプとしての「パガス」の研究 （日本農芸化学会誌17～18巻へ ）
昭和17年 熱帯生理栄養化学研究 （大日本麦酒研究所報告一報，昭和19年二報）
昭和19年 日本内地農漁村食の調査研究（大日本麦酒研究所報告特報）
昭和24年 動物血液より水溶性グロ ビン製造について（北大医学部酪農研究と共同）
昭和25年 小麦製粉と製麺包に関する研究（ ホクレン 1950年度研究所報告）
昭和26年 澱粉並Iとポテトフラワー製造について（ホクレン 1951年度研究所）
昭和27年 澱粉製造の合理化に関する研究（ホクレン 1952～3年度研究所）
昭和28年 馬鈴薯澱粉の現状について（澱粉工業学会誌一巻二号 ）
昭和30年 馬鈴薯澱粉の収卒と品質について（ 澱粉工業学会誌三巻）
昭和34年 「ポテ トフラワ －J製造における亜硫酸の使用（日本食品工業学会発表）
昭和38年 澱粉に関する研究一一工場蛋白水利用（栄養食糧学会発表 ）
昭和40年 澱粉混和乾麺製造研究（栄養食糧学会発表）
昭和41年 麺包に関する二 ・三の研究（ 栄養食糧学会発表）
昭和42年 小麦粉酸価の品質及灰分量によ る差異と貯蔵によ る変化について（栄養食糧
学会発表）
註 ：なお数篇の論文があることを申しそえておく。
